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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第1のデバイスのためのワイヤレス通信の方法であって、
　第1のタイプのチャネルと関連付けられる第1のビームと、第2のタイプのチャネルと関
連付けられる第2のビームとの間のマッピングを決定するステップであって、前記第1のタ
イプのチャネルが前記第2のタイプのチャネルと異なる、ステップと、
　前記第1のタイプのチャネルと関連付けられる前記第1のビームおよび前記第2のタイプ
のチャネルと関連付けられる前記第2のビームを受信するステップであって、前記第1のビ
ームおよび前記第2のビームが第2のデバイスから受信される、ステップと
を備える、方法。
【請求項２】
　前記第1のタイプのチャネルが制御チャネルまたはデータチャネルのうちの一方であり
、前記第2のタイプのチャネルが前記制御チャネルまたは前記データチャネルのうちの他
方である、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記マッピングを決定する前記ステップが、
　前記第1のビームと前記第2のビームの幅が固定された量だけ異なると決定するステップ
を備える、請求項1に記載の方法。
【請求項４】
　前記第2のデバイスから、前記第1のビームと前記第2のビームの幅が前記固定された量
だけ異なることの指示を受信するステップをさらに備える、請求項3に記載の方法。
【請求項５】
　前記マッピングを決定する前記ステップがさらに、
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　ビームnが前記第2のタイプのチャネルと関連付けられる前記第2のビームとして使用さ
れるとき、ビームzが前記第1のタイプのチャネルと関連付けられる前記第1のビームとし
て使用されると決定するステップを備え、前記ビームzおよび前記ビームnの幅が前記固定
された量だけ異なる、請求項3に記載の方法。
【請求項６】
　前記マッピングを決定する前記ステップが、
　同じビームが前記第1のビームおよび前記第2のビームとして使用されると決定するステ
ップを備える、請求項1に記載の方法。
【請求項７】
　前記マッピングを決定する前記ステップが、
　前記第1のビームと関連付けられる第1のサブアレイが前記第2のビームと関連付けられ
る第2のサブアレイと擬似コロケートされていると決定するステップを備える、請求項1に
記載の方法。
【請求項８】
　前記マッピングを決定する前記ステップがさらに、
　前記第1のサブアレイが前記第2のサブアレイと擬似コロケートされていることに基づい
て、ビームzが前記第2のタイプのチャネルと関連付けられる前記第2のビームとして使用
されるとき、ビームnが前記第1のタイプのチャネルと関連付けられる前記第1のビームと
して使用されると決定するステップを備える、請求項7に記載の方法。
【請求項９】
　ビーム基準信号(BRS)と関連付けられるビームの第1のセットおよび前記BRSと関連付け
られるビームの第2のセットを受信するステップであって、ビームの前記第1のセットがビ
ームの前記第2のセットと異なる、ステップと、
　ビームの前記第1のセットの中で最も強いビームおよびビームの前記第2のセットの中で
最も強いビームを決定するステップであって、ビームの前記第1のセットの中で前記最も
強いビームがビームnであり、ビームの前記第2のセットの中で前記最も強いビームがビー
ムvである、ステップと、
　ビームの前記第1のセットの中で前記最も強いビームおよびビームの前記第2のセットの
中で前記最も強いビームと関連付けられる情報を前記第2のデバイスに送信するステップ
と
をさらに備える、請求項1に記載の方法。
【請求項１０】
　ビーム精緻化基準信号(BRRS)と関連付けられるビームの第3のセットおよび前記BRRSと
関連付けられるビームの第4のセットを前記第2のデバイスから受信するステップであって
、ビームの前記第3のセットが前記ビームnおよび前記ビームnに隣接する少なくとも1つの
ビームを含み、ビームの前記第4のセットが前記ビームvおよび前記ビームvに隣接する少
なくとも1つのビームを含む、ステップと、
　ビームの前記第3のセットの中で最も強いビームおよびビームの前記第4のセットの中で
最も強いビームを決定するステップであって、ビームの前記第3のセットの中で前記最も
強いビームがビームn+aであり、ビームの前記第4のセットの中で前記最も強いビームがビ
ームv+bである、ステップと、
　ビームの前記第3のセットの中で前記最も強いビームおよびビームの前記第4のセットの
中で前記最も強いビームと関連付けられる情報を前記第2のデバイスに送信するステップ
と
をさらに備える、請求項9に記載の方法。
【請求項１１】
　前記マッピングを決定する前記ステップが、
　前記ビームnと前記ビームn+aとの間の第1の相関および前記ビームvと前記ビームv+bと
の間の第2の相関を決定するステップ、または、
　前記ビームnと前記ビームvとの間の第3の相関および前記ビームn+aと前記ビームv+bと
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の間の第4の相関を決定するステップ
を備える、請求項10に記載の方法。
【請求項１２】
　前記マッピングを決定する前記ステップがさらに、
　前記第2のデバイスから、前記第1の相関、前記第2の相関、前記第3の相関、または前記
第4の相関のうちの少なくとも1つと関付けられる情報を受信するステップを備える、請求
項11に記載の方法。
【請求項１３】
　前記情報が、制御チャネルシグナリングまたは無線リソース制御(RRC)シグナリングを
介して受信される、請求項12に記載の方法。
【請求項１４】
　前記マッピングを決定する前記ステップがさらに、
　前記第1の相関に基づいて、前記ビームnが前記第1のタイプのチャネルと関連付けられ
る前記第1のビームとして使用されるとき、前記ビームn+aが前記第2のタイプのチャネル
と関連付けられる前記第2のビームとして使用されると決定するステップを備える、請求
項11に記載の方法。
【請求項１５】
　前記マッピングを決定する前記ステップがさらに、
　前記第3の相関に基づいて、前記ビームnが前記第1のタイプのチャネルと関連付けられ
る前記第1のビームとして使用されるとき、前記ビームvが前記第2のタイプのチャネルと
関連付けられる前記第2のビームとして使用されると決定するステップを備える、請求項1
1に記載の方法。
【請求項１６】
　前記マッピングを決定する前記ステップがさらに、
　前記第1の相関に基づいて、前記ビームn+aが前記第2のタイプのチャネルと関連付けら
れる前記第2のビームとして使用されるとき、前記ビームnが前記第1のタイプのチャネル
と関連付けられる前記第1のビームとして使用されると決定するステップを備える、請求
項11に記載の方法。
【請求項１７】
　前記マッピングを決定する前記ステップが、
　ビームxが前記第1のビームとして使用され、ビームzが前記第2のビームとして使用され
ると決定するステップを備え、ビームxおよびビームzが相関付けられない、請求項1に記
載の方法。
【請求項１８】
　前記第1のデバイスがユーザ機器であり、前記第2のデバイスがミリメートル波基地局で
ある、請求項1に記載の方法。
【請求項１９】
　前記第1のデバイスがミリメートル波基地局であり、前記第2のデバイスがユーザ機器で
ある、請求項1に記載の方法。
【請求項２０】
　第1のデバイスである、ワイヤレス通信のための装置であって、前記第1のデバイスが、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも1つのプロセッサと
を備え、前記プロセッサが、
　　第1のタイプのチャネルと関連付けられる第1のビームと、第2のタイプのチャネルと
関連付けられる第2のビームとの間のマッピングを決定することであって、前記第1のタイ
プのチャネルが前記第2のタイプのチャネルと異なる、決定することと、
　　前記第1のタイプのチャネルと関連付けられる前記第1のビームおよび前記第2のタイ
プのチャネルと関連付けられる前記第2のビームを受信することであって、前記第1のビー
ムおよび前記第2のビームが第2のデバイスから受信される、受信することと
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　を行うように構成される、装置。
【請求項２１】
　前記第1のタイプのチャネルが制御チャネルまたはデータチャネルのうちの一方であり
、前記第2のタイプのチャネルが前記制御チャネルまたは前記データチャネルのうちの他
方である、請求項20に記載の装置。
【請求項２２】
　前記少なくとも1つのプロセッサが、
　前記第1のビームと前記第2のビームの幅が固定された量だけ異なると決定することによ
って前記マッピングを決定するように構成される、請求項20に記載の装置。
【請求項２３】
　前記少なくとも1つのプロセッサが、
　同じビームが前記第1のビームおよび前記第2のビームとして使用されると決定すること
によって前記マッピングを決定するように構成される、請求項20に記載の装置。
【請求項２４】
　前記少なくとも1つのプロセッサが、
　前記第1のビームと関連付けられる第1のサブアレイが前記第2のビームと関連付けられ
る第2のサブアレイと擬似コロケートされていると決定することによって前記マッピング
を決定するように構成される、請求項20に記載の装置。
【請求項２５】
　前記少なくとも1つのプロセッサがさらに、
　ビーム基準信号(BRS)と関連付けられるビームの第1のセットおよび前記BRSと関連付け
られるビームの第2のセットを受信することであって、ビームの前記第1のセットがビーム
の前記第2のセットと異なる、受信することと、
　ビームの前記第1のセットの中で最も強いビームおよびビームの前記第2のセットの中で
最も強いビームを決定することであって、ビームの前記第1のセットの中で前記最も強い
ビームがビームnであり、ビームの前記第2のセットの中で前記最も強いビームがビームv

である、決定することと、
　ビームの前記第1のセットの中で前記最も強いビームおよびビームの前記第2のセットの
中で前記最も強いビームと関連付けられる情報を前記第2のデバイスに送信することと
を行うように構成される、請求項20に記載の装置。
【請求項２６】
　前記少なくとも1つのプロセッサがさらに、
　ビーム精緻化基準信号(BRRS)と関連付けられるビームの第3のセットおよび前記BRRSと
関連付けられるビームの第4のセットを前記第2のデバイスから受信することであって、ビ
ームの前記第3のセットが前記ビームnおよび前記ビームnに隣接する少なくとも1つのビー
ムを含み、ビームの前記第4のセットが前記ビームvおよび前記ビームvに隣接する少なく
とも1つのビームを含む、受信することと、
　ビームの前記第3のセットの中で最も強いビームおよびビームの前記第4のセットの中で
最も強いビームを決定することであって、ビームの前記第3のセットの中で前記最も強い
ビームがビームn+aであり、ビームの前記第4のセットの中で前記最も強いビームがビーム

v+bである、決定することと、
　ビームの前記第3のセットの中で前記最も強いビームおよびビームの前記第4のセットの
中で前記最も強いビームと関連付けられる情報を前記第2のデバイスに送信することと
を行うように構成される、請求項25に記載の装置。
【請求項２７】
　前記少なくとも1つのプロセッサが、
　前記ビームnと前記ビームn+aとの間の第1の相関および前記ビームvと前記ビームv+bと
の間の第2の相関を決定すること、または
　前記ビームnと前記ビームvとの間の第3の相関および前記ビームn+aと前記ビームv+bと
の間の第4の相関を決定すること
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によって前記マッピングを決定するように構成される、請求項26に記載の装置。
【請求項２８】
　前記少なくとも1つのプロセッサが、
　ビームxが前記第1のビームとして使用され、ビームzが前記第2のビームとして使用され
ると決定することによって前記マッピングを決定するように構成され、ビームxおよびビ
ームzが相関付けられない、請求項20に記載の装置。
【請求項２９】
　第1のデバイスである、ワイヤレス通信のための装置であって、前記第1のデバイスが、
　第1のタイプのチャネルと関連付けられる第1のビームと、第2のタイプのチャネルと関
連付けられる第2のビームとの間のマッピングを決定するための手段であって、前記第1の
タイプのチャネルが前記第2のタイプのチャネルと異なる、手段と、
　前記第1のタイプのチャネルと関連付けられる前記第1のビームおよび前記第2のタイプ
のチャネルと関連付けられる前記第2のビームを受信するための手段であって、前記第1の
ビームおよび前記第2のビームが第2のデバイスから受信される、手段と
を備える、装置。
【請求項３０】
　コンピュータ実行可能コードを記憶したコンピュータ可読記録媒体であって、
　第1のタイプのチャネルと関連付けられる第1のビームと、第2のタイプのチャネルと関
連付けられる第2のビームとの間のマッピングを決定することであって、前記第1のタイプ
のチャネルが前記第2のタイプのチャネルと異なる、決定することと、
　前記第1のタイプのチャネルと関連付けられる前記第1のビームおよび前記第2のタイプ
のチャネルと関連付けられる前記第2のビームを受信することであって、前記第1のビーム
および前記第2のビームが第2のデバイスから受信される、受信することと
　を行うためのコードを備える、コンピュータ可読記録媒体。
【請求項３１】
　第1のデバイスのためのワイヤレス通信の方法であって、
　制御チャネルと関連付けられる第2のアンテナポートに基づいて、データチャネルと関
連付けられる第1のアンテナポートを決定するステップであって、前記第1のデバイスは、
前記データチャネルと関連付けられる前記第1のアンテナポートが、前記制御チャネルと
関連付けられる前記第2のアンテナポートと擬似コロケートされていると決定する、ステ
ップと、
　前記決定された第1のアンテナポートに基づいて、第2のデバイスから前記データチャネ
ルを受信するステップと
を備える、方法。
【請求項３２】
　前記第1のデバイスがユーザ機器(UE)であり、前記第2のデバイスが基地局である、請求
項31に記載の方法。
【請求項３３】
　前記制御チャネルが物理ダウンリンク制御チャネル(PDCCH)であり、前記データチャネ
ルが物理ダウンリンク共有チャネル(PDSCH)である、請求項32に記載の方法。
【請求項３４】
　前記UEは、前記基地局から受信した情報に少なくとも基づいて、前記制御チャネルと前
記データチャネルとの間の相関を決定する、請求項32に記載の方法。
【請求項３５】
　前記情報が、制御チャネルシグナリングまたは無線リソース制御(RRC)シグナリングを
介して受信される、請求項34に記載の方法。
【請求項３６】
　前記制御チャネルと前記データチャネルとの間の相関が、暗黙的なマッピングに少なく
とも基づいている、請求項31に記載の方法。
【請求項３７】
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　前記制御チャネルと前記データチャネルとが、ミリメートル波通信に基づいている、請
求項31に記載の方法。
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